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2（咸 (= 瞬間的な感応作用 ) + 心）＋（心＋生）＝ 感性 ＝ 感受性＋直感的認識
decision
（心＋五＋口）＋（心＋生）＝ 悟性 ＝ 理性的認識
(mind + five + description) + (mind + life)




















































































　デザインの魅力に関連して「Influence of Familiarity on Emotional 
Responses to Natural Scene Ads - A Study of Kansei in Japanese 



































































































































































SD評価対 椅子 デザイン経験有無 椅子xデザイン経験
1) 形状が単純 / 計上が複雑 <0.001* 0.332 0.838
2) 一体感がある / 一体感がない <0.001* 0.51 0.14
3) 直線的 / 曲線的 <0.001* 0.913 0.351
4) すっきり / ごちゃついている <0.001* 0.165 0.857
5) 無dがない / 装飾的 <0.001* 0.901 0.221
6) 構造が不安定 / 構造が安定 <0.001* <0.001* 0.798
7) 奇抜 / 一般的 <0.001* 0.32 0.457








































1) 形状が単純 / 計上が複雑 1.27
2) 一体感がある / 一体感がない -0.076
3) 直線的 / 曲線的 1.462
4) すっきり / ごちゃついている -0.715
5) 無dがない / 装飾的 0.581
6) 構造が不安定 / 構造が安定 3.737*
7) 奇抜 / 一般的 1.197








































































































































































































































































L 0.974 12 プロ
好意度
B 0.618 9 好み
J 0.662 15 好み
所有 無し - - 解析不能




























































A 0.654 好き―嫌い 1.000 学生 嫌い
B 0.459 高価な―安価な 1.000 学生 安価な
C 0.630
飽きない―飽きる 0.653 プロ 飽きない
快適な―不快な -1.070 学性 不快な
革新的―保守的 0.898 プロ 革新的
D 0.575 快適な―不快な 1.000 学性 不快な
E 0.494 高価な―安価な 1.000 学性 安価な
F 0.513
高価な―安価な 0.606 学性 安価な
(質感が)良い―悪い 0.656 学性 質感悪い
G 0.700 高価な―安価な - * 学性 安価な




B 0.409 親しみのあるーない - * 好み
I 0.352 機能的に優れた－劣った 1.000 好み
J 0.337 革新的ー保守的 1.000 好み
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